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【発表のポイント】 

⚫ 消滅の危機に瀕している少数民族の言語、カクチケル語注 1 の脳内処理過

程を脳機能計測によって研究 

⚫ 話しやすい語順を決める主な要因は思考の順序、理解しやすい語順を決め

る主な要因は文法処理の複雑さであり、両者は異なることを世界で初めて

実証 

 

【概要】 

言葉を話すときには、語順を決める必要があります。複数の語順を許す言語に

おいては、目的語が主語に先行する語順（OS 語順）よりも主語が目的語に先行

する語順（SO 語順）の方が母語話者に好まれる傾向があることが知られていま

す。しかし、語順の決定と人間の思考の順序との関連は不明でした。 

東北大学大学院文学研究科言語学研究室の小泉政利（コイズミ マサトシ）教授、 

木山幸子（キヤマ サチコ）准教授の研究グループは、OS 語順を基本とする言語

カクチケル語の母語話者が、カクチケル語を話したり聞いたりする際の脳内処理過

程を計測し、言語学、心理学、脳科学の観点から研究してきました。 

その結果、文を話す時に選ばれる語順を決定する主な要因は思考の順序である

ことを世界で初めて実証しました。また、文を理解する際の処理負荷を決定する主

な要因は文法処理の複雑さであり、語順を決定する要因とは別であることを明らか

にしました。 

カクチケル語は中米グアテマラの中部で話されるマヤ諸語の 1 つであり、ユ

ネスコによって消滅危機言語に指定されています。本研究は、言語や人間性に

対する理解を深めるとともに、危機言語に対する関心を高めることによって

言語と文化の多様性を維持促進することの重要性の認識を広め、SDGs の目標

10に掲げられる、不平等をなくすことに貢献することが期待されます。 

本研究の一連の成果が書籍として英国のケンブリッジ大学出版局より 2023年

1月 31日に出版されました。

少数民族の言語の脳内処理過程を解明！ 
―理解しやすい語順と話しやすい語順が同じとは限らないことを実証― 

配信先：宮城県政記者会、科学記者会、文部科学記者会 

 



 

 

 

 

図１ カクチケル語話者の皆さんと研究チームのメンバーの集合写真（グアテマラの古

都アンティグアにて） 

 

 

図２ 東北大学の MRI 装置でカクチケル語母語話者の脳内言語処理過程を調べる

実験を実施（左奥は著者（小泉政利）、右奥は研究協力者でカクチケル語話者のフア

ンさん、手前で横たわっているのは実験参加者）。 

 

  



【詳細な説明】 

 言葉を話すときには、語順を決めることが求められます。世界に 7000以上あ

る言語が各々採用する文法上の基本語順は異なり、また多くの言語が語順を変

えることを許します。そうした差異が人間の思考の順序とどのように関連して

いるか、研究グループは心理/神経言語学的実験で得られた知見に基づき、言語

の語順と思考の順序の関係を考察しました。 

 

1. 語順の選好 

 複数の語順を許す言語において、動詞（verb: V）の位置に関わらず、主語

（subject: S）が目的語（object: O）に先行する語順（SO語順）が、その逆の

目的語が主語に先行する語順（OS 語順）よりも母語話者に好まれる傾向がある

ことが報告されています（SO 語順選好）※１。例えば、日本語の他動詞文におい

て、「萩子がスイカを切った。」(SOV語順)という文は「スイカを萩子が切った。」

(OSV語順)という文より容易に理解され頻繁に使用されることが、反応時間や脳

機能の指標を通して例証されています※２。 

 SO語順は、言語の構造上好まれるのか（個別文法説）、それとも母語に関わら

ず人間に普遍の認知を反映するために好まれるのか（普遍認知説）。この疑問に

答えるためには、SO語順と OS語順のそれぞれが文法的基本語順とされる複数の

言語間で比較する必要があります。世界の言語の中で、SO語順（SOV, SVO, VSO）

を文法的基本語順とする言語（SO言語）が圧倒的に多いのですが、OS語順（VOS, 

OVS, OSV）を基本とする言語（OS言語）も少数ながら存在します。その 1つが

カクチケル語(Kaqchikel)です。 

 

2. カクチケル語 

 カクチケル語は、中米グアテマラの中部で話されるマヤ諸語の 1 つです（図

１）。ユネスコ(UNESCO)によって、消滅危機言語に指定されています。カクチケ

ル語では、文の語順が比較的自由で、VOS、SVO、VSO、OVS の 4 通りの語順が比

較的よく使われます。その中で VOS 語順（「切る スイカ 萩子」のような語順）

が最も文法的に単純な基本語順です※３。 

 

3. 言語理解における語順の影響 

 カクチケル語母語話者にとってどの語順が容易に理解されるものなのかを確

かめるために、種々の実験を行いました。行動指標（課題を遂行するのにかかる

時間（＝反応時間）や正答率）では、VOS語順が他の語順に比べて最も反応時間

が短くかつ正答率が高いという結果が得られました※４。機能的磁気共鳴画像法

（functional magnetic resonance imaging: fMRI）の実験では、VOSよりも他の

語順の理解時に、言語の統語処理を担う左下前頭回が強く賦活しました（図２、

図３）※５。脳波の事象関連電位(event-related potentials: ERP)では、VOSに比

べて他の語順の理解時に、言語の統語処理の処理負荷を反映する陽性電位（P600）

が観察されました（図４、図５）※６。これらの結果は、カクチケル語母語話者に

とって、VOS語順が最も処理負荷が低い（容易に理解される）ことを示していま

す。 

 



4. 言語産出における語順の影響 

 それでは、自分が話す時には、カクチケル語話者はどの語順を好むのでしょう

か。カクチケル語話者が絵に描かれた出来事をカクチケル語で表現する際にど

の語順をどの程度用いるか（産出頻度）を調べたところ、最も多く用いられるの

は SVOで、その次が VOSであることが判明しました※７。 

 次に、絵に描かれた出来事をカクチケル語で表現している際の脳活動（産出時

の処理負荷）を近赤外分光法（near-infrared spectroscopy: NIRS）を用いて計

測したところ、VOSより SVOの産出時に左下前頭回が強く賦活しました※８。この

結果は、VOSより SVOの方が話す時の処理負荷が高いことを示しています。 

 以上から、カクチケル語では、理解の際も産出の際も最も処理負荷が低いのは

VOSで、最も頻繁に用いられるのは SVOであることが分かりました。1.で述べた

ように、SO 言語では、処理負荷が最も低い語順と産出頻度が最も高い語順が一

致しています。それに対して、OS 言語であるカクチケル語では、処理負荷の低

い語順と産出頻度の高い語順が異なっていることが判明しました。カクチケル

語でこのような「ねじれ」が見られる理由を検討するため、言葉を用いずに出来

事を認識・記憶・表現する際の処理の順序（思考の順序）を調べる実験を行いま

した。 

 

5. 言語の語順と思考の語順 

 SO 言語の話者を対象にジェスチャー産出実験を用いて思考の順序を調べた先

行研究によると、動作主が人間で動作の対象が無生物であるような、動作主と対

象を入れ替えると意味をなさない非可逆な事象（「女の子が箱の蓋を開けた」）を

表現する場合は、言語でいえば SOVに相当する「動作主・対象・動作」の順序の

ジェスチャーが大多数でした。この結果は、実験参加者の母語の基本語順が SOV

（トルコ語など）か SVO（英語など）かにかかわらず同じでした。 

しかし、動作主も対象も人間であるような意味的に可逆な事象（「女の子が男

の子を押した」）の場合は、どの言語の話者も SVOに対応する「動作主・動作・

対象」を多く用いました。このことから、人間にとって自然な思考の順序は「動

作主・対象・動作」と「動作主・動作・対象」で、それを反映して音声言語にお

いても手話言語においても SOV や SVO を基本語順とする言語が多いのではない

かと考えられています。 

 研究グループは、同様のジェスチャー産出実験を用いて、OS 言語であるカク

チケル語話者の思考の順序を調べました。その結果、カクチケル語話者も非可逆

事象では「動作主・対象・動作」を、可逆事象では「動作主・動作・対象」を最

も多く用いました。カクチケル語の文法的基本語順であり、理解や産出の処理負

荷が最も低い VOSに対応する「動作・対象・動作主」の順序のジェスチャーはほ

とんど産出されませんでした※９。 

 さらに、絵に描かれた出来事をカクチケル語で表現する新たな実験を行いま

した。その結果、SVO 文を産出するときだけでなく VOS 文を産出するときにも、

カクチケル語話者は絵の中の「対象」よりも「動作主」を先に注視する（注意を

向ける）ことが分かりました。また、絵が呈示されてから文を言いはじめるまで

の時間（発話潜時）は、SVO文の方が VOS文よりも短いという結果でした※10。 

 以上のことから、OS 言語であるカクチケル語の話者においても、出来事を認



識・記憶・表現する際には脳内において動作主の処理が対象の処理に先行し、そ

れを反映してカクチケル語で話す際に動作主で始まる SVO が高頻度で用いられ

ることが分かりました。これが上述の「ねじれ」の原因です。 

 

 研究グループが実施した一連の実験によって、OS 言語であるカクチケル語の

理解や産出の際の処理負荷は統語処理の複雑さに応じて VOS が他の語順よりも

低いが、産出頻度は思考の順序を反映して SVOが最も高いことが分かりました。

つまり、処理負荷を決定する主たる要因（統語的複雑さ）と産出頻度を決める主

たる要因（思考の順序）が異なることを、世界で初めて実証しました。本研究成

果は、話者数の多い言語だけでなく、消滅の危機に瀕した少数民族の言語を含む

多様な言語を研究することで、言語や人間性に対する理解を深めるとともに、危

機言語に対する関心を高めて言語と文化の多様性を維持促進することの重要性

の認識を広め、SDGs目標 10に掲げられている、不平等をなくすことに貢献する

と期待されます。 

 以上に述べた個々の研究成果の多くは[本書籍の主な成果]※3 以降に引用し

た原著論文で既に発表してありますが、今回、それをまとめ直し新たなデータを

加えて俯瞰的に考察した研究成果が研究書として出版されました。 
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図３ fMRI 実験の結果： カクチケル語において、VOS 語順の文に比べて SVO 語

順の文を聞いて理解している時の方が文法処理を司る脳の一部（左下前頭回）の神

経活動が増大しました。VOS よりも SVOの方が処理負荷が高いことを示しています。 

 

 

図４ グアテマラで脳波を用いてカクチケル語母語話者の脳内言語処理過程を調べる

実験を実施 

 



 

 

図５ 脳波実験の結果： カクチケル語において、VOS 語順の文に比べて SVO 語順

の文を聞いて理解している時に、動詞呈示後約 600 ミリ秒後に陽性電位（P600）が

増大しました。VOS よりも SVOの方が処理負荷が高いことを示しています。 

 

 

図６： 書影。 
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【用語解説】 

注１：カクチケル語（Kaqchikel） 

主にグアテマラで話されるマヤ諸語の一つ。ユネスコ(UNESCO)によって、消滅危機

言語(endangered languages)に指定されている。「切る スイカ 萩子」のように

日本語（「萩子がスイカを切る」）と全く逆の語順をもつ。 
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